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が 80%から 50%および 20%に変化することで，圧力損失係数はそれぞれ 10 倍および 100 倍に変化する。しか
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図２ 解析モデル 写真２ 実験模型 
（屋上目隠しパネル） 
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口率が大きくなることでパネルのピーク風力係数の鉛直分布が一様に近づくためと考えられる。一方，開口率0%
の屋上目隠しパネルの場合，最下層ではピーク風力係数の最大値，最小値共に実験値と計算値は良い対応を示し
たが，位置が高くなるほどピーク風力係数の最大値（計算値）が大きくなる傾向を示し，風向 270°では計算値
（3.7）が実験値（1.4）の2.6倍であった。これは，風下側コーナー部において発生した渦がパネルを越えて屋根
面側に巻き込むことにより，パネルの裏面上層部に大きな負圧が発生したためである。 
以上により，通気性のある屋上目隠しパネルを対象とした風洞実験では，表面圧測定用導圧管の露出や屋根面
圧をパネル裏面圧として代用する風洞実験手法は，ピーク風力係数の評価において妥当であることが示された。 
 
第6章 通気性部材に対する外装材設計用ピーク風力係数の提案 
風洞実験（第４章）とCFD（第５章）から得られた結果を基に，壁面設置における7部位に屋上目隠しパネル
1部位を加えた合計8部位に対する設計用ピーク風力係数を提案した。Wa部～We部は正側で0.5～2.0，負側で
−1.0～−2.0とし，Wf部は正側で3.0，負側で−3.0～−4.0，Ra部は正側で1.5，負側で−3.5～−4.0とした（部位に
ついては図１を参照）。屋上目隠しパネルについては，開口率によらず，正側は4.0，負側は−3.0とした。 
 
第7章 立体的なリーバーへの適用性 
 屋上外周部に設置される立体的なルーバーへの応用として，ルーバーの風上側における流速ベクトルを考慮し
たピーク風力係数の推定方法と充実率の設定方法について基本的な考え方を示した。建物の影響を受けた風の流
れは，図３に示す瞬間的な流れ場をみて分かるように激しく変動するため，特別な検討を行わない場合には，通
気性部材の充実率を1.0として風荷重を算出する方法を提案した。 
第8章 結論 
 本論文における主な結論として，通気性部材を対象とした風洞実験手法や通気性部材の開口率とピーク風力係
数の関係について纏めた。 
図３ 屋上目隠しパネルの風下側コーナー部における瞬間的な流速ベクトル（開口率50%） 
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